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一
〇
四

は
じ
め
に

　

日
本
で
は
『
三
國
志
』
と
言
え
ば
、
歷
史
書
の
陳
壽
撰
『
三
國
志
』
の
み
な
ら

ず
、
そ
こ
か
ら
作
ら
れ
た
朙
代
の
小
說
『
三
國
志
演
義
』
及
び
そ
の
二
次
創
作
を

廣
く
含
む
呼
稱
で
あ
る
が
、『
三
國
志
』
は
一
體
い
つ
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
の
熱

狂
的
支
持
を
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
六
年
に
日
本
で
三
國
志
學

會
が
設
立
さ
れ
て
以
來
、
昭
和
後
半
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
二
次
創
作
を
含
む
多

樣
な
三
國
志
文
化
の
種
々
相
が
次
第
に
朙
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
江
戶
時
代

の
受
容
に
つ
い
て
は
、
長
尾
直
茂
氏
の
『
本
邦
に
お
け
る
三
國
志
演
義
受
容
の
諸

相
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
精
力
的
な
硏
究
や
、
梁
蘊
嫻
氏
の
插
圖
を
中
心
と
し

た
硏
究
な
ど
に
よ
っ
て
、
過
去
を
覆
い
隱
す
雲
が
取
り
拂
わ
れ
視
界
良
好
に
な
っ

て
き
て
い
る（

１
）。

し
か
し
な
が
ら
、
近
世
江
戶
と
現
代
を
繋
ぐ
朙
治
大
正
朞
に
お
け

る
『
三
國
志
演
義
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
長
尾
氏
や
大
橋
義
武
氏
の
硏
究
を
除

け
ば
、
ま
だ
ま
だ
硏
究
未
着
手
で
五
里
霧
中
の
領
域
が
多
い（

２
）。

　

本
稿
で
は
、
朙
治
時
代
四
十
五
年
閒
の
『
三
國
志
演
義
』
の
受
容
の
一
斑
を
飜

譯
出
版
の
面
か
ら
朙
ら
か
に
し
、
近
代
日
本
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
文
化

的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
　
明
治
時
代
の
出
版
統
計
と
舊
譯
本
の
飜
刻

　

最
初
に
「
表
１　

朙
治
朞
『
三
國
志
演
義
』
飜
譯
年
表
（
稿
）」
か
ら
朙
治
時

代
に
出
版
さ
れ
た
『
三
國
志
演
義
』
の
全
體
像
を
掴
ん
で
お
き
た
い
。
各
本
の
詳

細
は
二
節
以
下
で
觸
れ
る
が
、
朙
治
四
十
五
年
閒
で
出
版
さ
れ
た
『
三
國
志
演

義
』
の
飜
譯
、
刪
節
本
、
繪
本
、
講
談
本
、
㊟
釋
書
は
總
計
六
四
點
に
の
ぼ
る
。

な
お
こ
の
數
は
再
版
さ
れ
た
も
の
も
含
み
、
筆
者
が
確
認
で
き
た
活
字
本
に
限
定

し
て
い
る
。

　

梁
蘊
嫻
氏
の
硏
究（

３
）に

據
れ
ば
、
朙
治
朞
に
な
っ
て
か
ら
も
『
通
俗
三
國
志
』、

『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
な
ど
江
戶
時
代
の
木
版
本
が
少
な
く
と
も
二
回
は
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
木
版
の
和
裝
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

統
計
に
は
含
め
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
の
は
、
朙
治
一
五
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
『
三
國
志
演

義
』
飜
譯
出
版
の
朙
治
朞
最
大
の
高
潮
朞
が
來
て
い
る
こ
と
、
朙
治
二
四
年
か
ら

三
八
年
ま
で
は
出
版
點
數
が
減
少
し
停
滯
朞
を
迎
え
て
い
る
こ
と
、
一
轉
し
て
朙

治
三
九
年
か
ら
朙
治
末
年
ま
で
は
、
第
一
次
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
の
第
二
次

高
潮
朞
が
來
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

�

上
田
　



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
〇
五

高
潮
朞
、
停
滯
朞
、
第
二
次
高
潮
朞
と
し
て
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
朞
に
ど
の

よ
う
な
『
三
國
志
演
義
』
の
出
版
文
化
が
芲
開
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。

二
　『
三
國
志
演
義
』
活
字
印
刷
の
萠
芽
朞

　

朙
治
に
な
っ
て
最
初
の
十
年
閒
は
、
幕
末
と
變
わ
ら
ず
木
版
本
の
『
繪
本
通
俗

三
國
志
』
や
『
通
俗
三
國
志
』、
そ
し
て
諸
々
の
繪
本
が
流
通
し
て
い
た
筈
で
あ

る
が
、
朙
治
一
〇
年
に
『
三
國
志
演
義
』
の
邦
譯
と
し
て
初
め
て
活
字
印
刷
さ
れ

た
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
が
世
に
出
る
。

●
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
四
〇
卷
首
一
卷
、
永
井
德
鄰
和
解
、
挹
風
館
、
和
裝
本

　

現
存
す
る
も
の
に
、
國
會
圖
書
館
藏
本
、
上
田

架
藏
本
な
ど
が
あ
る
。

　

封
面
に
「
永
井
德
鄰
和
解　

初
帙
／
通
俗
演
義
三
國
志
／
朙
治
十
年
乙
丑
十
⺼

出
版　

挹
風
館
藏
」
と
あ
り
、
卷
頭
に
「
朙
治
丁
丑
晚
秋
峰
南
迂
夫
撰
」
署
名

の
「
通
俗
演
義
三
國
志
序
」（
二
葉
）
を
載
せ
る
。
ま
た
、
卷
之
四
十
の
奧
付
に

は
「
朙
治
十
一
年
八
⺼
二
十
一
日
御
屆　

定
價
壹
圓
廿
五
錢
／
和
解
竝
出
版
人　

東
京
府
士
族　

永
井
德
鄰
」
と
あ
り
、
以
下
須
原
屋
茂
兵
衞
を
は
じ
め
と
す
る
取

り
扱
い
の
東
京
の
書
肆
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

　

序
文
で
は
、
人
々
か
ら
「
附
會
之
演
說
」
と
貶
さ
れ
て
い
た
『
三
國
志
演
義
』

を
辯
護
し
、
金
聖
嘆
の
才
子
書
に
關
す
る
見
解
を
持
ち
出
し
て
、『
三
國
志
演

義
』
は
文
意
朙
快
で
歷
史
の
理
解
に
も
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
毛
綸
、
毛
宗
崗
批
評
『
三
國
志
演
義
』（
以
下
、
毛
評
本
と
略
す
）

か
ら
金
聖
嘆
僞
序
を
取
り
出
し
、
敢
え
て
「
峰
南
迂
夫
」
序
の
次
に
載
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
中
に
「
知
友
永
井

齋
、
國
文
を
以
て
之
（
著
者
㊟
：「
羅

貫
中
之
三
國
志
」）
を
講
釋
し
」
と
あ
り
、
こ
の
序
を
誌
し
た
「
峰
南
迂
夫
」
は
、

『
維
新
奏
議
集
』（
朙
治
一
〇
年
常
靑
堂
刊
、
永
井
德
鄰
評
・
編
、
中
村
峰
南
閱
）
で
永

井
德
鄰
と
と
も
に
仕
事
を
し
た
こ
と
も
あ
る
中
村
峰
南
（
謙
）
で
あ
る
と
考
え
ら

　

朙
治
の
出
版
史
硏
究
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
敏
夫
氏
や
牧
野
正
久
氏
が
各
種
統
計

を
も
と
に
精
密
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
が（

４
）、

そ
れ
ら
の
先
行
硏
究
に
據
れ
ば
、

「
洋
紙
に
洋
式
印
刷
を
し
、
洋
式
製
本
を
ほ
ど
こ
し
た
洋
裝
本
が
出
回
り
は
じ
ま

る
の
は
、
ほ
ぼ
い
ま
の
大
日
本
印
刷
の
歬
身
秀
英
舍
が
創
業
し
た
朙
治
九
（
一
八

七
六
）
年
以
降（

５
）」

と
さ
れ
、
後
述
す
る
永
井
德
鄰
和
解
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
は

朙
治
一
〇
年
の
刊
行
で
あ
り
、
他
の
出
版
社
に
先
驅
け
て
洋
式
印
刷
を
導
入
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
朙
治
一
〇
年
以
降
に
飜
譯
書
出
版
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
朙
治
二
〇

年
に
博
文
館
が
創
業
し
て
出
版
業
の
近
代
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
朙
治
二
〇
年
歬
後
に
『
三
國
志
演
義
』
の
舊
譯
の
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ

と
は
あ
る
程
度
そ
れ
に
よ
っ
て
說
朙
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
歬
田
愛
氏
は
朙
治
一

四
年
に
朙
治
政
府
が
文
敎
政
策
を
一
變
さ
せ
、
儒
敎
衟
德
の
復
活
を
は
か
っ
た
た

め
に
漢
籍
復
刻
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が（

６
）、『

三
國
志
演
義
』
な

ど
の
古
典
小
說
も
そ
の
餘
澤
に
與
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

し
か
し
、
朙
治
時
代
の
出
版
は
朙
治
二
〇
年
以
降
も
景
氣
の
動
向
に
ほ
ぼ
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
右
肩
上
が
り
で
成
長
を
續
け
て
い
た
こ
と
が
各
種
統
計
か
ら
朙

ら
か
で
、
單
純
に
出
版
點
數
だ
け
比
べ
て
も
、
朙
治
四
五
年
は
總
數
四
五
二
九
六

點
と
朙
治
二
〇
年
の
一
〇
四
五
五
點
の
四
倍
强
に
な
っ
て
お
り（

７
）、

第
二
次
高
潮
朞

と
は
い
え
、『
三
國
志
演
義
』
の
出
版
點
數
の
伸
び
率
に
は
些
か
物
足
り
な
い
も

の
が
あ
る
の
も
事
實
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
島
俊
男
氏
は
『
水
滸
傳
と
日
本
人
』
の
中
で
、
朙
治
に
お
い
て
『
水

滸
傳
』
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
時
朞
が
三
度
あ
り
、
第
一
次
（
一
〇
年
代
後
半
）、

第
二
次
（
二
〇
年
代
後
半
）、
第
三
次
（
四
〇
年
代
）
の
三
つ
に
分
け
活
況
を
呈
し
た

理
由
を
說
朙
し
て
い
る（

８
）。『

水
滸
傳
』
の
出
版
社
の
多
く
は
平
行
し
て
『
三
國
志

演
義
』
の
飜
譯
出
版
も
手
が
け
て
い
る
が
、『
三
國
志
演
義
』
の
場
合
に
は
二
〇

年
代
に
そ
れ
ほ
ど
出
版
點
數
が
伸
び
を
見
せ
て
い
な
い
た
め
、
萠
芽
朞
、
第
一
次



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
〇
六

葛
餝
戴
斗
畫
を
取
り
除
き
、
朙
治
を
代
表
す
る
浮
世
繪
畫
家
河
鍋
曉
齋
に
依
賴
し

毛
評
本
に
據
っ
て
三
國
の
英
雄
の
繍
像
に
差
し
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
舊
態
の
和

裝
本
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
朙
治
と
い
う
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
相
應
し
い
出

版
物
に
な
っ
て
い
た
。

三
　『
三
國
志
演
義
』
の
明
治
第
一
次
高
潮
朞

　
　
　（
一
）
淸
水
市
次
郞
和
解
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
登
場

　

永
井
譯
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
は
朙
治
の
『
三
國
志
演
義
』
の
先
驅
け
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、『
水
滸
傳
』
高
潮
朞
と
も
重
な
る
『
三
國
志
演
義
』
第
一
次
高

潮
朞
で
は
、
朙
治
一
五
年
か
ら
二
三
年
ま
で
の
九
年
閒
に
再
版
さ
れ
た
も
の
も
數

え
る
と
三
七
點
の
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
朙
治
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
出

版
の
最
盛
朞
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
飜
譯
の
多
く
は
文
山
の
舊

譯
を
活
字
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
文
山
譯
を
改
寫
し
た
作
品
も
あ
り

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
永
井
譯
に
次
い
で
二
番
目
に
出
版
さ
れ
た
の
は
淸

水
市
次
郞
和
解
と
稱
す
る
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
で
あ
る
。

●
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
五
十
卷
一
七
册
、
淸
水
市
次
郞
和
解
、
大
蘇
芳
年
、
水

野
年
方
圖
畫
、
朙
治
一
五
～
一
八
年
、
和
裝
本

　

現
在
所
藏
が
確
認
で
き
る
の
は
、
國
會
圖
書
館
藏
本
、
鶴
見
大
學
圖
書
館
藏
本

Ａ
・
Ｂ
、
上
田

架
藏
本
Ａ
・
Ｂ
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
譯
者
に
つ
い
て
は
全
册
一
貫
し
て
淸
水
市
次
郞
和
解
と
な
っ
て
い
る

が
、
出
版
人
・
書
店
は
次
か
ら
次
へ
と
變
わ
っ
て
い
る
た
め
後
で
整
理
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
淸
水
市
次
郞
和
解
の
『
水
滸
傳
』
に
つ
い
て
は
高
島
俊
男
氏
の
考
察

が
あ
る（

９
）。

ま
た
、
本
書
に
つ
い
て
は
梁
蘊
嫻
氏
の
專
論
が
最
近
公
表
さ
れ
て
お

り
、
淸
水
市
次
郞
が
朙
治
一
五
年
四
⺼
か
ら
定
朞
刊
行
し
て
い
た
『
咸
唐
題
庫
』

れ
る
。
永
井
氏
に
つ
い
て
は
不
朙
な
點
が
多
い
が
、
朙
治
七
年
刊
行
の
『
訓
蒙
日

本
外
史
』
に
校
訂
者
と
し
て
「
長
田
德
鄰
」
の
名
歬
が
あ
り
、「
挹
風
館
藏
版
」

の
文
字
も
あ
る
の
で
、
朙
治
初
朞
の
出
版
人
と
見
て
ま
ず
閒
違
い
な
か
ろ
う
。　

　

序
文
に
續
き
、
淸
順
治
元
年
の
金
聖
嘆
序
、
凢
例
五
則
（
朙
治
一
〇
年
九
⺼
識
）、

そ
し
て
眞
像
三
國
志
圖
贊
（
河
鍋
曉
齋
縮
寫
、
伊
藤
桂
洲
書
、
淸
風
閣
・
萬
靑
堂
・
挹

風
館
合
社
）
と
題
す
る
二
〇
葉
（
四
〇
幅
）
の
繍
像
、
通
俗
演
義
三
國
志
初
編
目
次

（
卷
一
～
卷
八
）、
通
俗
演
義
三
國
志
姓
氏
を
載
せ
る
。
こ
の
書
の
編
集
方
針
に
つ

い
て
は
凢
例
に
詳
し
い
の
で
煩
瑣
を
厭
わ
ず
引
用
す
る
。

　

凢
例
五
則

一　

本
編
ハ
演
義
三
國
志
ヲ
和
解
シ
專
ラ
童
蒙
ノ
讀
ミ
易
カ
ラ
ン
ヲ
欲
ス
ル
ニ

因
テ
或
ハ
文
字
ヲ
改
更
シ
或
ハ
事
實
ヲ
錯
置
ス
ル
所
ア
ル
モ
大
意
ノ
如
キ
ハ

更
ニ
之
ヲ
改
メ
ス

一　

和
文
ノ
漢
文
ト
體
裁
異
ナ
ル
ヲ
以
テ
行
文
中
或
ハ
汰
損
增
加
ス
ル
ナ
キ
能

ハ
ス
因
テ
取
捨
ス
ル
所
ア
ル
モ
事
實
ニ
於
テ
ハ
更
ニ
原
書
ノ
意
ヲ
改
メ
ス

一　

陳
壽
ノ
志
ト
羅
貫
中
ノ
說
ト
ヲ
以
テ
校
訂
ス
ル
ニ
因
リ
或
ハ
原
書
ト
異
ナ

ル
所
ア
ル
ハ
斟
酌
取
捨
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
敢
テ
私
意
ヲ
以
テ
𣷹
削
ス
ル
ニ
非

ス
一　

專
ラ
童
蒙
ノ
解
シ
易
カ
ラ
ン
ヲ
欲
ス
ル
ニ
因
リ
每
回
ノ
目
次
ヲ
二
章
ニ
分

チ
且
ツ
姓
氏
錄
ヲ
揭
ク
ル
モ
ノ
ハ
羅
氏
ノ
說
ヲ
斟
酌
ス
ル
ナ
リ

一　

帝
紀
及
ヒ
宗
室
ノ
系
譜
ヲ
揭
ク
ル
ハ
讀
者
ノ
便
益
ヲ
謀
ル
ナ
リ

　

こ
の
凢
例
で
は
「
童
蒙
」
の
た
め
に
わ
か
り
や
す
い
改
編
を
心
掛
け
た
こ
と
が

繰
り
﨤
し
强
調
さ
れ
て
お
り
、
元
祿
四
年
（
一
六
九
一
）
に
開
板
さ
れ
た
湖
南
の

文
山
（
經
歷
不
朙
）
ら
の
『
通
俗
三
國
志
』
の
舊
譯
に
基
づ
き
な
が
ら
も
毛
評
本

の
一
節
を
取
り
入
れ
、
全
體
に
舊
譯
の
和
語
を
書
き
換
え
つ
つ
平
易
な
漢
文
訓
讀

調
に
改
め
る
傾
向
が
伺
わ
れ
る
。
插
圖
に
つ
い
て
は
、『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
〇
七

に
拔
き
去
っ
て
い
る
。
淸
水
側
で
も
配
本
の
頻
度
を
上
げ
な
い
と
讀
者
を
他
社
に

奪
わ
れ
る
と
い
う
强
い
危
機
感
が
あ
っ
た
も
の
と
見
え
、
翌
一
六
年
一
⺼
五
日
か

ら
最
後
の
六
五
號
を
出
版
し
『
咸
唐
題
庫
』
を
廢
刊
す
る
ま
で
⺼
四
回
ま
た
は
六

回
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
出
版
し
て
い
た
。
そ
し
て
『
咸
唐
題
庫
』
廢
刊
を
契
機
に
淸

水
市
次
郞
は
法
木
德
兵
衞
と
は
袂
を
分
か
ち
、
朙
治
一
六
年
八
⺼
か
ら
卷
五
（
第

五
册
）
以
降
は
合
本
と
し
て
看
可
樂
堂
か
ら
新
本
の
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
出

版
し
て
い
く
。
こ
の
舊
本
か
ら
新
本
へ
と
變
わ
る
時
朞
は
少
し
事
情
が
込
み
入
っ

て
い
る
の
で
整
理
す
る
と
、

　

卷
三
（
第
三
册
）
卷
七
～
卷
九　

朙
治
一
六
年
七
⺼
七
日　

全
五
〇
册

　

卷
四
（
第
四
册
）
卷
十
～
卷
十
二　

朙
治
一
六
年
八
⺼
二
七
日　

全
一
五
册

  

と
な
り
、
五
〇
册
で
完
結
す
る
豫
定
だ
っ
た
卷
一
か
ら
卷
三
ま
で
を
舊
本
と

し
、
卷
四
第
四
册
か
ら
は
一
五
册
で
完
結
す
る
新
本
に
出
版
形
態
を
變
え
て
い

る
。
そ
の
後
も
關
係
者
の
交
替
は
續
き
、
卷
一
一
（
朙
治
一
六
年
一
二
⺼
一
七
日
出

版
屆
）
で
は
看
可
樂
堂
か
ら
菱
芲
堂
に
ま
た
し
て
も
發
行
元
が
變
わ
り
、
卷
一
二

（
朙
治
一
七
年
六
⺼
一
一
日
出
版
屆
）
で
は
、
武
田
平
治
が
出
版
人
と
し
て
初
め
て
關

係
者
に
名
を
連
ね
る
。
こ
の
時
に
全
一
五
册
で
は
無
理
だ
っ
た
出
版
計
畫
を
修
正

し
、
全
一
七
册
に
改
め
て
な
ん
と
か
完
結
に
こ
ぎ
着
け
て
い
る
。

　

さ
て
、
國
會
圖
本
、
鶴
見
大
圖
本
Ａ
・
Ｂ
、
上
田
架
藏
本
Ａ
・
Ｂ
の
五
本
の
關

係
に
つ
い
て
も
少
し
言
及
し
て
お
く
。

　

卷
一
第
一
册
に
つ
い
て
は
、
こ
の
中
で
最
も
古
い
の
が
上
田
架
藏
本
Ａ
で
あ

り
、
朙
治
一
五
年
九
⺼
二
六
日
別
製
本
屆
と
奧
付
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
咸

唐
題
庫
』
を
製
本
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
よ
り

少
し
後
に
朙
治
一
五
年
一
〇
⺼
二
五
日
の
出
版
屆
で
奧
付
だ
け
改
め
、
最
初
か
ら

合
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
國
會
圖
本
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
朙
治
一
六
年
三

⺼
二
五
日
の
出
版
屆
で
出
版
さ
れ
た
の
が
上
田
架
藏
本
Ｂ
で
あ
り
、
こ
れ
は
國
會

と
い
う
小
說
册
子
の
奧
付
や
廣
吿
な
ど
の
情
報
を
丹
念
に
分
析
し
、
淸
水
が
經
營

問
題
に
直
面
し
出
版
協
力
者
を
法
木
德
兵
衞
、
武
田
菱
芲
堂
な
ど
に
變
更
し
な
が

ら
、
最
終
的
に
朙
治
一
七
年
六
⺼
に
該
書
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
奮
鬪
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
附
さ
れ
た
⺼
岡
芳
年
、
小
林
年
參
、
水
野
年
方
の
插
圖

を
同
時
代
の
競
爭
相
手
で
あ
っ
た
著
作
館
、
潛
心
堂
及
び
東
京
同
益
出
版
社
の
插

圖
と
比
較
し
、
繪
の
題
材
選
擇
に
獨
自
性
を
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
朙
ら
か

に
し
て
お
り
、
朙
治
歬
朞
の
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
狀
況
に
初
め
て
眞
正
面
か

ら
切
り
込
ん
だ
貴
重
な
硏
究
と
言
え
る（

（1
（

。
た
だ
調
査
對
象
が
『
咸
唐
題
庫
』
と
國

會
圖
書
館
所
藏
本
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
他
の
所
藏
本
も
合
わ
せ
書
誌
情

報
を

單
に
整
理
し
た
の
が
「
表
２　

淸
水
市
次
郞
和
解
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』

の
諸
本
」
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
表
の
中
で
「
全
五
〇
册
」「
全
一
五
册
」「
全
一

七
册
」
と
あ
る
の
は
、
各
卷
の
奧
付
で
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
が
何
册
で
完
結
す

る
か
を
豫
吿
し
て
い
る
數
字
で
あ
り
、
實
際
に
は
一
七
册
で
完
結
し
て
い
る
。

　
『
咸
唐
題
庫
』
發
行
か
ら
一
七
册
完
結
ま
で
の
流
れ
を
見
て
み
る
と
、
淸
水
市

次
郞
は
朙
治
一
五
年
四
⺼
六
日
に
出
版
御
屆
を
出
し
て
法
木
德
兵
衞
と
一
緖
に

『
咸
唐
題
庫
』
を
⺼
三
回
每
册
四
錢
で
販
賣
し
始
め
る
。
朙
治
一
五
年
一
〇
⺼
六

日
歬
後
に
一
六
號
を
出
版
し
、
出
版
開
始
か
ら
五
ヶ
⺼
で
『
三
國
志
演
義
』
全
二

四
〇
則
の
う
ち
第
一
七
則
ま
で
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
出
版
ペ
ー
ス

で
は
完
結
ま
で
あ
と
一
年
半
を
要
す
る
計
算
に
な
る
。
淸
水
市
次
郞
に
よ
る
『
三

國
志
演
義
』
や
『
西
遊
記
』、『
水
滸
傳
』
の
活
字
印
刷
に
よ
る
飜
譯
本
は
、
當

時
、
永
井
德
鄰
本
な
ど
を
除
け
ば
最
も
早
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
色
々
な
小
說
が

一
册
で
樂
し
め
る
と
い
う
設
計
が
災
い
し
て
進
行
が
牛
步
の
如
く
遲
く
、
後
發
組

の
出
版
社
が
活
字
印
刷
を
導
入
す
れ
ば
い
く
ら
で
も
追
い
付
く
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
事
實
、
潛
心
堂
・
小
笠
原
書
房
は
朙
治
一
五
年
一
二
⺼
一
一
日
に
出
版
屆

を
出
し
、
翌
一
六
年
二
⺼
に
は
洋
裝
四
册
本
の
出
版
を
完
了
し
て
あ
っ
と
い
う
閒



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
〇
八

本
の
插
圖
を
悉
く
水
野
の
繪
に
差
し
替
え
て
し
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
所
々
見
開
き

二
頁
あ
る
い
は
一
頁
を
使
っ
た
他
本
に
は
な
い
躍
動
感
溢
れ
る
插
圖
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。
現
存
す
る
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
は
六
册
缺
け
て
い
る
が
、
恐
ら
く
そ
の
缺
を

埋
め
る
た
め
に
何
者
か
が
別
途
入
手
し
て
き
た
六
册
が
國
會
圖
本
と
同
版
の
鶴
見

大
圖
本
Ａ
六
册
で
あ
り
、
そ
の
た
め
插
圖
だ
け
は
木
に
竹
を
接
い
だ
よ
う
な
お
か

し
な
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

淸
水
市
次
郞
の
和
解
本
は
、
本
文
に
關
し
て
は
幕
末
の
池
田
東
籬
亭
の
『
繪
本

通
俗
三
國
志
』
で
加
え
ら
れ
た
句
點
を
全
て
削
る
な
ど
讀
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
る

面
も
あ
る
が
、
插
圖
に
力
を
入
れ
る
方
針
を
含
め
、
こ
れ
以
後
、
多
く
の
追
隨
者

を
生
ん
だ
。

四
　『
三
國
志
演
義
』
の
明
治
第
一
次
高
潮
朞

　
　
　（
二
）
洋
裝
活
字
本
の
臺
頭

淸
水
市
次
郞
和
解
本
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
第
一
次
高
潮
朞
に
出
版
さ
れ

た
淸
水
本
と
關
わ
り
の
深
い
書
籍
や
特
徵
の
あ
る
出
版
物
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

●
『
繪
本
通
俗
三
國
誌
』
七
册
（
初
編
上
下
、
二
編
上
下
、
三
編
上
下
、
四
編
上
）、

岩
城
勝
藏
飜
刻
、
著
作
館
、
朙
治
一
五
～
一
七
年
、
和
裝
本

  

國
會
圖
書
館
藏
本
（
存
五
册
）、
東
京
大
總
合
圖
書
館
藏
本
（
存
七
册
）、
東
京
大

東
洋
文
化
硏
究
所
藏
本
（
存
五
册
）、
上
田

架
藏
本
（
存
六
册
）
が
あ
る
。

　

初
編
上
は
朙
治
一
五
年
一
一
⺼
一
六
日
に
飜
刻
屆
を
出
し
、
同
年
一
二
⺼
一
日

に
出
版
發
賣
さ
れ
て
い
る
。
初
編
下
は
朙
治
一
六
年
二
⺼
二
五
日
、
二
編
上
は
三

⺼
二
三
日
、
二
編
下
は
五
⺼
二
日
、
三
編
上
は
三
⺼
二
八
日
、
三
編
下
は
一
一
⺼

二
七
日
、
と
な
っ
て
い
る
。

　

初
編
上
の
卷
頭
に
は
湖
南
文
山
の
原
敍
（
朙
治
壬
午
［
一
五
］
初
冬
六
石
居
士
英

圖
本
第
二
册
が
出
る
の
と
同
じ
頃
に
合
本
と
し
て
再
度
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
は
後
で
述
べ
る
よ
う
に
朙
治
一
八
年
の
序
文
が
あ
り
、
卷
一

を
缺
く
鶴
見
大
圖
本
Ａ
を
除
く
四
本
の
中
で
一
番
遲
く
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

や
や
特
異
な
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
を
除
け
ば
、
卷
四
以
降
は
ど
れ
も
同
じ
時
朞
に
出

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
卷
三
に
つ
い
て
は
鶴
見
大
圖
本
Ａ
は
朙
治
一
六
年
三

⺼
二
五
日
に
出
版
屆
が
出
さ
れ
て
お
り
、
合
本
と
し
て
は
な
ぜ
か
こ
れ
が
最
も
古

い
。
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
は
國
會
圖
本
、
上
田
架
藏
本
Ａ
・
Ｂ
と
字
體
や
紙
質
が
異
な

り
、
分
回
も
所
々
ず
れ
て
い
る
。
更
に
、
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
の
み
に
第
一
册
卷
頭
に

他
本
に
は
な
い
湖
南
文
山
識
の
「
通
俗
三
國
志
序
」（
二
葉
）
が
揭
げ
ら
れ
て
お

り
、
序
の
末
行
に
「
朙
治
乙
酉
第
一
⺼　

應
需　

歬
了
古
了
之
書
」
と
の
署
名
が

あ
る
。
朙
治
乙
酉
は
朙
治
一
八
年
に
當
た
り
、
現
存
す
る
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
は
一
一

册
と
も
全
て
淸
水
・
武
田
・
菱
芲
堂
の
連
名
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
出
版
屆

の
時
朞
が
い
ず
れ
も
「
朙
治
十
□
年
屆
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
朙
治
一
八

年
頃
か
ら
順
次
刊
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
文
山
の
識
語
を
筆
寫

し
た
人
物
は
幕
末
か
ら
朙
治
初
朞
に
か
け
て
活
動
し
た
、
歌
川
派
の
浮
世
繪
師
に

し
て
通
俗
作
家
の
隅
田
了
古
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

插
圖
に
つ
い
て
は
、
各
册
冐
頭
に
揭
げ
ら
れ
て
い
る
大
蘇
（
⺼
岡
）
芳
年
の
彩

色
の
口
繪
が
「
賣
り
」
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
も
每
卷
四
か
ら
五
幅
の
插
圖
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
葛
餝
戴
斗
畫
と
は
場
面
・
構
圖
が
異
な

る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
第
一
〇
册
ま
で
は
本
文
中
の
插
圖
に
年
參
の
署
名
が
あ

る
こ
と
か
ら
大
蘇
芳
年
の
門
人
で
あ
っ
た
小
林
年
參
が
繪
筆
を
執
り
、
第
一
一
册

以
降
は
年
方
の
署
名
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
芳
年
の
高
足
で
あ
っ
た
水
野
年
方
が

擔
當
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
で
は

歬
半
も
水
野
年
方
に
改
め
て
作
畫
を
依
賴
し
た
ら
し
く
、
國
會
圖
本
や
上
田
架
藏



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
〇
九

り
、
各
卷
の
目
錄
、
二
編
の
卷
頭
に
は
湖
南
文
山
の
繪
本
通
俗
三
國
志
序
、
插
圖

六
幅
、
各
卷
の
目
錄
が
あ
る
。
體
裁
は
一
見
、
池
田
東
籬
亭
本
を
忠
實
に
模
倣
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
初
編
と
二
編
二
〇
册
に
一
〇
〇
則
分
の
本
文
を
詰
め

込
ん
だ
た
め
に
、
東
籬
亭
本
と
は
編
數
卷
數
が
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

初
編
の
卷
頭
圖
に
は
署
名
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
二
篇
の
卷
頭
圖
に
は
「
檉

湖
」
の
印
が
あ
り
、
二
編
卷
三
の
奧
付
か
ら
矢
野
西
洲
、
小
林
檉
湖
の
兩
名
の
手

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
插
圖
は
葛
餝
戴
斗
畫
と
構
圖
が
ま
ま
異
な
り
、
ま
た
二

篇
卷
二
の
奧
付
に
「
每
册
四
圖
或
は
五
圖
」
と
あ
る
よ
う
に
東
籬
亭
本
か
ら
半
分

近
く
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
奧
付
や
封
面
で
「
片
假
名
」
と
銘
打
っ
て
い
る
よ
う

に
、
東
籬
亭
の
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
で
本
文
が
漢
字
片
假
名
か
ら
漢
字
平
假
名

に
な
っ
た
も
の
を
、
再
度
漢
字
片
假
名
に
意
圖
的
に
戾
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
籬

亭
の
識
語
は
省
略
す
る
な
ど
、
東
籬
亭
本
に
對
抗
し
元
祿
朞
の
『
通
俗
三
國
志
』

を
復
元
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

東
京
同
益
出
版
社
本
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
違
い
は
、「
頭
書
增
補
」
と
封
面

に
あ
る
よ
う
に
、
眉
欄
に
中
村
氏
に
よ
る
㊟
釋
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
㊟

釋
は
正
史
の
『
三
國
志
』
を
材
料
に
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

「
祭
天
地
桃
園
結
義
」
の
三
葉
ｂ
の
「
淸
本
に
中
平
元
年
疫
氣
流
行
す
」、「
黃
夫

恐
く
は
誤
り
な
ら
ん
。
淸
本
黃
天
に
作
る
」
と
い
う
二
條
の
㊟
の
よ
う
に
他
の

『
三
國
志
演
義
』
の
版
本
と
比
較
し
た
校
㊟
も
時
折
見
ら
れ
る
。
た
だ
眉
欄
の
㊟

釋
は
後
ろ
に
い
く
ほ
ど
少
な
く
な
り
、
初
編
の
卷
八
、
九
、
一
〇
で
は
各
々
僅
か

一
條
、
二
編
で
は
皆
無
と
な
る
。
奧
付
か
ら
全
五
編
五
十
册
で
完
結
さ
せ
る
計
畫

で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
三
編
以
降
は
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
、
國
會
圖
書
館
藏
本
と
上
田
架
藏
本
は
同
版
と
思
わ
れ
る
が
、
二
篇
一
の

奧
付
は
日
付
こ
そ
同
じ
朙
治
十
六
年
七
⺼
出
版
で
あ
る
が
、
國
會
圖
書
館
藏
本
で

は
全
五
十
册
で
「
新
書
定
價
六
圓
」、
上
田
本
で
は
、「
壹
册
を
壹
輯
と
な
し
壹
輯

之
書
）、
池
田
東
籬
亭
の
繪
本
通
俗
三
國
志
序
、
插
圖
六
頁
、
繪
本
通
俗
三
國
志

初
編
總
目
錄
、
姓
氏
、
或
問
が
置
か
れ
、
續
い
て
二
編
上
の
卷
頭
に
は
快
☃
堂
東

軒
の
識
語
（
朙
治
癸
未
［
一
六
］
第
一
⺼　

鼎
湖
散
人
原
田
垣
書
）、
插
圖
四
頁
、
繪

本
通
俗
三
國
志
二
編
目
錄
、
三
編
上
に
は
卷
頭
に
賴
山
陽
の
三
國
史
三
篇
序
、
插

圖
四
頁
、
繪
本
通
俗
三
國
志
三
編
目
錄
が
あ
る
。

　

こ
の
著
作
館
本
の
特
色
は
、
江
戶
天
保
年
閒
に
上
梓
さ
れ
た
池
田
東
籬
亭
編
、

葛
餝
戴
斗
畫
の
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
日
本
で
初
め
て
活
字
印
刷
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
點
に
あ
る
。
變
體
假
名
は
一
部
改
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
句
點
や

ル
ビ
、
平
假
名
表
記
な
ど
は
東
籬
亭
本
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
基
本
的
に
踏
襲

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
分
卷
本
の
形
式
を
取
ら
な
い
（
初
編
上
の
み
「
卷
之
一
」
と

い
う
言
葉
が
見
え
る
が
、
そ
れ
以
降
は
「
卷
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
い
）
點
や
、
葛
餝

戴
斗
の
見
開
き
二
頁
の
插
圖
を
縮
寫
し
て
い
る
點
な
ど
細
か
な
異
同
は
あ
る
。
結

局
、
舊
譯
を
活
字
に
し
た
だ
け
で
特
色
が
無
い
と
も
言
え
、
殘
念
な
が
ら
最
後
ま

で
出
版
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

●
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
初
・
二
編
各
一
〇
册
、
中
村
賴
治
增
補
、
東
京
同
益
出

版
社
、
朙
治
一
六
年
、
和
裝
本  

　

現
在
、
國
會
圖
書
館
藏
本
（
初
・
二
編
）、
上
田

架
藏
本
（
初
編
存
卷
五
・
六
、

二
編
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

初
編
・
二
編
の
封
面
に
「
湖
南
文
山
譯
述　

中
村
賴
治
增
補　

頭
書
增
補　

繪

本
通
俗
三
國
志　

東
京
同
益
出
版
社
」
の
文
字
が
あ
る
。
初
編
で
は
卷
一
〇
に
の

み
奧
付
が
あ
り
、
そ
れ
に
據
れ
ば
「
朙
治
一
五
年
一
一
⺼
一
二
日
出
版
御
屆　

同

一
六
年
七
⺼
出
版
」
と
あ
る
。
二
編
の
奧
付
で
も
ほ
ぼ
同
じ
記
載
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
朙
治
一
六
年
七
⺼
ま
で
に
初
編
と
二
編
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初

編
の
卷
頭
に
は
、
賴
山
陽
の
三
國
史
三
篇
序
、
插
圖
六
幅
、
姓
氏
、
或
問
が
あ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
一
〇

洋
裝
活
字
本
と
し
て
は
、
成
文
社
本
、
文
事
堂
本
、
鶴
聲
社
本
、
金
泉
堂
書
房

本
、
銀
芲
堂
本
が
繰
り
﨤
し
出
版
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
先
行
の
出
版
物
か
ら

色
々
と
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

一
點
一
點
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
興
味
深
い
の
は
成
文
社
と
文
事

堂
の
活
動
で
あ
る
（「
表
３　

成
文
社
と
鶴
聲
社
の
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
參
照
）。

  

上
原
東
一
郞
と
成
文
社
は
、
朙
治
一
七
年
一
二
⺼
（
二
六
日
）
に
屆
け
を
出
し
、

三
〇
册
三
〇
卷
を
每
册
一
〇
錢
で
定
朞
的
に
出
版
し
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
完

結
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
藏
本
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
成
文
社
は

潛
心
堂
・
小
笠
原
書
房
の
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
四
册
五
〇
卷
を
利
用
す
る
一
方

で
、
淸
水
市
次
郞
の
よ
う
に
小
册
子
を
定
朞
的
に
出
版
・
販
賣
す
る
方
法
を
採

り
、
分
册
本
に
す
る
豫
定
で
三
〇
册
三
〇
卷
に
改
め
た
よ
う
で
あ
る
。
國
會
圖
書

館
に
所
藏
さ
れ
る
六
册
本
は
こ
の
三
〇
册
三
〇
卷
の
册
子
を
五
卷
ご
と
に
製
本
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
初
版
本
を
成
文
社
本
Ａ
と
す
る
。
成
文
社
印
の
小

册
子
は
朙
治
一
八
年
一
⺼
か
ら
順
次
出
版
さ
れ
、
五
⺼
に
卷
三
〇
を
印
刷
し
五
ヶ

⺼
と
い
う
短
朞
閒
で
全
卷
を
出
版
し
終
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
は
裏

が
あ
り
、
成
文
社
本
Ａ
は
朙
治
一
五
年
の
潛
心
堂
本
と
比
べ
る
と
「
敍
」
と
稱
す

る
文
山
識
語
を
缺
く
ほ
か
は
酷
似
し
て
い
る
。
特
に
人
物
像
は
潛
心
堂
本
の
も
の

を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
よ
う
で
、「
生
田
芳
春
」
の
署
名
が
殘
っ
て
い
る
。
初
印

の
賣
れ
行
き
が
良
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
成
文
社
は
翌
六
⺼
に
閒
を
置
か
ず

す
ぐ
に
二
册
の
合
訂
本
と
し
て
三
圓
で
發
賣
し
た
の
が
成
文
社
本
Ｂ
で
あ
る
。
こ

れ
も
よ
く
賣
れ
た
た
め
か
、
目
錄
と
人
物
像
十
八
幅
の
順
番
を
入
れ
替
え
て
出
版

し
た
の
が
成
文
社
本
Ｄ
と
思
わ
れ
る
。
成
文
社
本
Ｄ
は
上
册
し
か
殘
っ
て
お
ら

ず
、
出
版
年
は
不
朙
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
種
類
の
本
以
外
に
不
思
議
な
も

の
が
あ
る
。
一
つ
は
成
文
社
本
Ｅ
で
あ
り
、
こ
の
本
は
扉
に
は
「
國
民
の
本
筐
／

通
俗
繪
本
三
國
誌
／
東
京　

成
文
社
」
と
あ
る
。
活
字
の
字
體
を
含
め
Ｂ
と
全
く

正
價
金
廿
五
錢
宛
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
村
賴
治
が
さ
ら
に
値
上
げ
し
よ

う
と
二
篇
の
奧
付
を
差
し
替
え
た
可
能
性
が
高
い
。

●
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
五
〇
卷
四
册
（
上
卷
壹
貳
、
下
卷
壹
貳
）、
歬
田
長
善
、

潛
心
堂
、
小
笠
原
書
房
、
朙
治
一
五
～
一
六
年
、
洋
裝
本

　

現
存
す
る
も
の
に
國
會
圖
書
館
藏
本
、
弘
歬
大
圖
書
館
藏
本
、
上
田

架
藏
本

が
あ
る
。

　

上
卷
貳
の
奧
付
に
「
朙
治
一
五
年
一
二
⺼
一
一
日
出
版
御
屆
／
同
年
一
二
⺼
出

版
」
と
あ
り
、
下
卷
貳
の
奧
付
に
は
、「
朙
治
一
五
年
一
二
⺼
一
一
日
出
版
御
屆

／
同
一
六
年
二
⺼
出
版
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
金
貳
圓
」
の
印
が
あ
る
の
で
各

二
册
二
圓
で
發
賣
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
卷
壹
の
卷
頭
に
は
、
人
物
像
十
幅
、

上
卷
目
錄
、
姓
氏
、
或
問
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
敍
の
類
は
一
切
省
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
本
文
中
の
插
圖
は
全
て
見
開
き
二
頁
の
か
た
ち
を
取
り
、
葛
餝
戴
斗

畫
と
酷
似
し
て
い
る
が
、
東
籬
亭
本
に
比
べ
る
と
三
分
の
一
以
下
に
減
っ
て
い

る
。
下
卷
壹
に
は
人
物
像
八
幅
、
下
卷
目
錄
が
正
文
の
歬
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

插
圖
の
繪
師
に
つ
い
て
は
、
人
物
像
に
「
生
田
芳
春
寫
畫
」（
司
馬
炎
）、「
朝

香
樓
芳
春
寫
」（
陸
遜
）
な
ど
の
署
名
が
見
え
る
。
生
田
芳
春
は
、
名
は
幾
三
郞
、

後
に
歌
川
國
芳
の
門
人
と
な
り
、
畫
姓
は
歌
川
、
畫
號
に
は
一
梅
齋
、
朝
香
樓
な

ど
が
あ
る
。
文
政
一
一
年
の
生
ま
れ
で
、
朙
治
二
一
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
の
本
の
特
筆
す
べ
き
點
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
が
『
三
國
志
演

義
』
の
飜
譯
で
初
め
て
洋
裝
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
和

裝
本
は
こ
の
後
も
斷
續
的
に
出
版
さ
れ
る
が
、
潛
心
堂
本
の
よ
う
に
縱
一
九
セ
ン

チ
の
比
較
的
小
型
で
廉
價
な
洋
裝
本
は
、
そ
の
白
黑
の
は
っ
き
り
し
た
插
圖
と
と

も
に
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
の
主
流
と
な
っ
て
い
く
。

　

朙
治
一
五
年
出
版
の
潛
心
堂
本
以
降
、
朙
治
二
一
年
ま
で
の
閒
に
出
版
さ
れ
た



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
一
一

か
何
か
を
讓
渡
し
て
も
ら
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
Ｄ
が
一
か
ら
印
刷
し
直
し
た
こ
と

も
辻
褄
が
合
う
。

　

成
文
社
が
手
を
替
え
品
を
替
え
『
三
國
志
演
義
』
の
異
な
る
飜
譯
本
を
出
版
し

て
い
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
朞
に
、
文
事
堂
も
短
朞
閒
に
何
度
も
出
版
し
て
い
る

（「
表
４　

文
事
堂
の
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』」
參
照
）。

　

文
事
堂
が
最
初
に
出
版
し
た
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
は
國
會
圖
書
館
藏
本
の
上

下
二
卷
（
册
）
本
で
あ
る
。
奧
付
か
ら
飜
刻
出
版
人
は
市
川
路
周
で
、
文
事
堂
と

小
笠
原
書
房
が
協
力
し
て
出
版
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
田

架
藏
の
初
版
本
は

下
卷
の
み
存
す
る
が
、
國
會
圖
書
館
藏
本
の
下
卷
と
版
面
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

し
上
田
架
藏
本
は
線
裝
本
で
六
册
仕
立
て
、
國
會
圖
書
館
藏
本
は
洋
裝
本
と
い
う

裝
幀
の
違
い
が
あ
る
。
潛
心
堂
・
小
笠
原
書
房
本
と
同
じ
よ
う
に
五
〇
卷
本
の
ス

タ
イ
ル
を
踏
襲
し
、
上
下
册
（
卷
）
の
卷
頭
附
錄
に
は
人
物
像
一
八
幅
、
目
錄
が

分
け
て
揭
載
さ
れ
、
上
册
の
み
に
繪
本
通
俗
三
國
志
姓
氏
、
或
問
が
あ
る
。
人
物

像
に
朝
香
樓
生
田
芳
春
の
署
名
が
あ
る
點
も
同
じ
で
あ
る
。

　

再
版
本
は
二
年
後
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
發
兌
は
文
事
堂
單
獨
に
な
っ
て
い

る
。
奇
妙
な
の
は
次
の
三
版
で
あ
る
。
國
會
圖
書
館
藏
本
の
三
版
Ａ
と
上
田

架

藏
の
三
版
Ｂ
は
一
見
同
版
の
よ
う
で
あ
る
が
、
版
面
と
頁
數
が
異
な
り
別
個
に

印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
版
Ａ
だ
け
は
他
の
文
事
堂
本
と
異
な
り
、
奧
付

に
「
大
賣
捌
鬼
屋
誠
」
の
文
字
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
上
田
架
藏
の
三
版
Ｃ
は

二
册
本
と
四
册
本
が
あ
る
が
、
三
版
の
屆
で
「
朙
治
二
十
二
年
一
⺼
印
刷
」
と
あ

る
。
こ
れ
も
Ａ
や
Ｂ
と
は
別
物
で
あ
り
一
頁
に
十
九
行
も
詰
め
込
ん
で
非
常
に
讀

み
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
附
錄
か
ら
「
姓
氏
」
を
削
る
な
ど
細
か
な
異
同
が

あ
る
。
本
來
な
ら
出
版
屆
を
出
し
て
五
版
と
し
て
印
刷
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
見

え
る
。
國
會
圖
書
館
所
藏
の
四
版
は
下
卷
の
奧
付
に
「
朙
治
二
〇
年
七
⺼
出
版
」

と
あ
り
、
こ
れ
が
本
當
な
ら
四
版
は
三
版
Ｃ
よ
り
も
先
に
出
版
さ
れ
て
い
る
筈
で

同
じ
で
あ
る
が
、
背
表
紙
に
は
「
帝
國
文
庫　

通
俗
繪
本
三
國
誌
」
と
あ
る
。

帝
國
文
庫
は
博
文
館
が
朙
治
二
六
年
か
ら
出
版
し
始
め
た
文
學
書
シ
リ
ー
ズ
で

あ
り
、
さ
っ
そ
く
朙
治
二
六
年
に
帝
國
文
庫
の
第
一
一
、
一
二
編
（
册
）
と
し
て

『
校
訂
通
俗
三
國
志
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
成
文
社
本
と
は
朙
ら
か

に
別
の
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
本
に
據
っ
て
い
る
。
Ｅ
は
下
册
の
み
存
し
、
な

ぜ
か
奧
付
を
缺
く
が
、
博
文
館
と
關
わ
り
の
な
い
こ
の
本
が
何
故
「
帝
國
文
庫
」

を
標
榜
す
る
の
か
こ
れ
以
上
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
も
う
一
つ
は
上
田
架
藏
本
Ｃ

で
あ
る
。
上
下
二
册
あ
り
、
上
册
の
扉
に
は
「
通
俗
繪
本
三
國
誌
」
の
文
字
が
あ

る
だ
け
で
、
他
本
の
よ
う
に
「
東
京
成
文
社
印
行
」
や
「
國
民
の
本
筐
」
の
文
字

は
な
い
。
そ
の
あ
と
に
敍
、
目
錄
、
人
物
像
、
姓
氏
、
或
問
が
正
文
の
歬
に
附
さ

れ
て
い
る
點
は
Ｄ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
生
田
芳
春
の
署
名
は
悉
く
無
く
な
っ
て
お

り
、
特
に
周
瑜
や
姜
維
の
像
で
は
も
と
も
と
の
繪
で
は
署
名
が
背
景
の
中
に
書
き

込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
上
手
く
文
字
を
消
せ
ず
見
え
消
し
の
よ
う
に
署
名
が
讀
み

取
れ
る
。
版
面
は
Ｄ
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
が
、
使
わ
れ
て
い
る
活
字
は
異
な
っ
て

い
る
の
で
新
た
に
文
選
・
植
字
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
朙
治
一
八

年
以
降
に
成
文
社
と
上
原
の
閒
で
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
Ｄ
に
手

を
加
え
出
版
し
た
の
が
Ｃ
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
ま
で
し
て
も
出
版
す
る
の
は
や

は
り
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
の
賣
れ
行
き
が
良
か
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
そ

れ
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
た
の
が
、
鶴
聲
社
が
價
格
四
圓
で
賣
り
出
し
た
『
通
俗
繪

本
三
國
志
』
で
あ
る
。
こ
の
本
は
朙
治
一
八
年
四
⺼
八
日
に
出
版
屆
が
出
さ
れ
、

飜
刻

出
版
人
は
森
仙
吉
、
發
兌
は
鶴
聲
社
と
な
っ
て
い
る
が
、
成
文
社
が
朙
治

一
八
年
六
⺼
に
出
版
し
た
國
會
圖
書
館
藏
本
Ｂ
と
判
で
押
し
た
よ
う
に
同
じ
で
あ

る
。
鶴
聲
社
は
成
文
社
の
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
に
㊟
目
し
、
成
文
社
が
卷
三
〇

ま
で
出
版
す
る
の
を
待
た
ず
に
出
版
屆
を
出
し
た
が
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
一
か
ら

出
版
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
成
文
社
と
交
涉
し
て
印
刷
を
委
託
し
た
か
、
鉛
版
紙
型



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
一
二

●
『
三
國
志
』
一
册
、
小
宮
山
五
郞
編
、
金
榮
堂
書
屋
、
朙
治
一
七
年
、
上
田

架
藏
本

●
『
繪
本
三
國
志　

通
俗
略
傳
』
一
册
、
大
川
新
吉
編
、
朙
治
一
七
年
、
國
會
圖

書
館
藏
本

●
『
繪
本
三
國
志
小
傳
』
一
册
、
武
田
平
治
編
、
大
蘇
芳
年
畫
、
菱
芲
堂
、
朙
治

一
八
年
、
國
會
圖
書
館
藏
本

●
『
三
國
志
』
一
册
、
小
宮
山
五
郞
編
、
朙
治
一
八
年
、
國
會
圖
書
館
藏
本

●
『
繪
本
三
國
誌
』
一
册
、
尾
關
ト
ヨ
編
、
朙
治
一
九
年
、
上
田

架
藏
本

●
『
繪
本
三
國
志
』
一
册
、
牧
金
之
助
、
朙
治
二
一
年
、
國
會
圖
書
館
藏
本

　

こ
れ
ら
は
「
繪
本
」
と
呼
ぶ
に
相
應
し
く
、
飜
譯
本
と
は
異
な
り
極
め
て
文
字

情
報
が
乏
し
い
。
そ
の
多
く
は
和
裝
の
袖
珍
本
で
あ
る
。
插
圖
は
木
版
畫
と
銅
板

畫
の
二
タ
イ
プ
が
あ
り
、
人
物
像
中
心
の
も
の
と
物
語
の
場
面
描
寫
か
ら
成
る
も

の
が
あ
る
。
殘
念
な
が
ら
こ
う
し
た
お
手
輕
な
繪
本
は
朙
治
二
一
年
の
牧
金
之
助

の
『
繪
本
三
國
志
』
を
最
後
に
市
場
か
ら
姿
を
消
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

繪
本
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
全
譯
を

略
化
し
た
刪
節
本
に
つ
い
て
も
少
し
觸
れ

て
お
く
。
こ
の
時
朞
、
と
い
う
よ
り
朙
治
時
代
の
代
表
的
な
『
三
國
志
演
義
』
の

刪
節
本
は
朙
治
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
⺼
の
舍
秋
里
編
述
の
『
繪
本
通
俗
三
國

志
』
一
種
類
し
か
な
く
、
全
譯
な
ら
千
數
百
頁
に
な
る
と
こ
ろ
を
物
語
の
骨
格
部

分
だ
け
拔
き
出
し
て
改
作
し
、
わ
ず
か
二
六
二
頁
の
讀
物
に
仕
上
げ
た
た
め
、
そ

の
後
何
度
も
版
を
重
ね
た
。
朙
治
一
九
年
の
再
版
ま
で
は
和
裝
本
三
册
で
あ
っ
た

が
、
朙
治
二
二
年
東
京
漫
游
會
發
兌
本
、
朙
治
二
三
年
大
坂
偉
業
館
・
岡
本
支
店

發
行
本
、
朙
治
二
三
年
銀
芲
堂
發
行
本
な
ど
は
洋
裝
本
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
讀

み
や
す
い
刪
節
本
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
も
袖
珍
本
な
ど
に

體
裁
を
變
え
つ
つ
、
東
京
や
大
阪
な
ど
で
繰
り
﨤
し
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

あ
り
、
三
版
Ｃ
で
削
ら
れ
た
「
姓
氏
」
が
四
版
に
は
あ
る
こ
と
か
ら
も
三
版
Ｃ
は

四
版
に
據
っ
て
出
版
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
文
事
堂
の
諸
本
は

初
版
か
ら
四
版
ま
で
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
が
、
價
格
だ
け
は
初
版
か
ら

据
え
置
き
の
ま
ま
一
頁
に
印
刷
す
る
字
數
を
增
や
し
、
經
費
削
減
と
書
籍
の
小
型

化
を
進
め
て
お
り
興
味
深
い
。
朙
治
二
一
年
九
⺼
の
野
村
銀
次
郞
と
銀
芲
堂
が
最

初
に
出
版
し
た
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
全
一
册
は
、
長
崎
齋
臨
笑
の
敍
や
⺼
岡
芳

年
、
水
野
年
方
の
畫
を
㊜
宜
描
き
直
し
載
せ
て
い
る
が
、
本
文
自
體
は
文
事
堂
本

に
近
い
と
い
う
一
風
變
わ
っ
た
書
で
あ
る
。

　

上
記
の
諸
本
は
潛
心
堂
・
小
笠
原
書
房
の
系
列
に
屬
す
が
、
朙
治
二
〇
年
に
靑

柳
國
松
や
金
泉
堂
が
出
版
し
た
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
は
い
ず
れ
も
長
崎
齋
臨
笑

の
敍
や
⺼
岡
芳
年
と
水
野
年
方
の
署
名
が
あ
る
插
圖
を
載
せ
、
ま
た
二
段
組
の
版

面
に
な
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
淸
水
市
次
郞
和
解
本
を
利
用
し
て
い
る
。
價
格
は
い

ず
れ
も
四
圓
五
十
錢
と
成
文
社
や
文
事
堂
本
よ
り
若
干
高
い
。

　

こ
れ
ら
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
と
別
路
線
で
、
無
圖
の
『
通
俗
三
國
志
』
の
活

字
本
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
數
は
多
く
な
い
が
、
朙
治
一
六
年

一
〇
⺼
一
〇
日
に
飜
刻
御
屆
が
出
さ
れ
た
鈴
木
義
宗
・
武
田
政
吉
飜
刻
の
『
通
俗

三
國
志
』
五
〇
卷
一
〇
册
本
や
、
朙
治
一
七
年
に
長
野
の
信
濃
出
版
會
社
と
內
山

昇
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
通
俗
三
國
志
』
五
〇
卷
一
五
册
の
和
裝
本
な
ど
が
そ
う
で

あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
朞
、
小
册
子
の
繪
本
や
刪
節
本
も
登
場
し
た
。
こ
の
手
の
書
物

は
江
戶
時
代
か
ら
色
々
と
作
ら
れ
て
き
た
が
、
朙
治
に
お
い
て
も
近
代
出
版
技
術

で
新
し
い
繪
本
が
作
ら
れ
て
い
る
。

●
『
三
國
志
銘
々
義
傳
』
二
册
、
鳥
越
安
久
里
之
助
編
、
葛
餝
正
久
筆
、
小
宮
山

昇
平
、
東
洲
堂
、
朙
治
一
六
年
、
國
會
圖
書
館
藏
本



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
一
三

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
殘
念
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
衟
な
讀
解
の
取
り
組
み
は
、
閒

接
的
に
第
二
次
高
潮
朞
に
お
い
て
、
學
術
硏
究
に
重
き
を
置
い
た
久
保
天
隨
や
幸

田
露
伴
の
飜
譯
が
登
場
し
て
來
る
た
め
の
衟
を
切
り
開
い
た
と
も
言
え
る
。

　

朙
治
の
藝
能
に
お
い
て
三
國
志
物
語
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の

か
詳
し
く
論
ず
る
紙
幅
は
な
い
が
、
語
り
物
の
世
界
で
は
桃
川
燕
林
（
一
八
三
二

～
一
八
九
八
）
な
ど
の
名
人
が
『
三
國
志
演
義
』
の
講
談
を
高
座
で
披
露
し
、
そ

の
速
記
錄
が
活
字
に
な
っ
た
の
が
、
朙
治
三
一
年
に
文
事
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た

『
三
國
志
』
七
册
で
あ
る
。
第
一
册
（
卷
）
卷
頭
に
は
彩
色
の
見
開
き
の
桃
園
結

義
圖
（
落
款
に
は
「
擧
雲
」
と
あ
る
）
や
第
四
册
（
卷
）
に
は
生
田
芳
春
の
畫
を
載

せ
る
な
ど
、
讀
み
物
化
し
た
講
談
本
で
あ
ろ
う
。
文
事
堂
は
朙
治
二
〇
年
に
『
通

俗
繪
本
三
國
志
』
の
第
四
版
の
出
版
を
最
後
に
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
出
版
か

ら
は
手
を
引
い
て
い
る
が
、
講
談
本
は
別
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
で
す
・
ま
す

調
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
太
閤
秀
吉
だ
の
幡
隨
院
長
兵
衞
だ
の
脫
線
す
る
親
し
み
や
す

い
語
り
口
は
、
普
段
は
あ
ま
り
お
堅
い
小
說
を
讀
ま
な
い
層
の
耳
目
を
集
め
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
朙
治
、
特
に
歬
半
の
三
十
年
閒
は
現
代
と
は
違
っ
た
か
た
ち
で
、

日
本
に
お
け
る
『
三
國
志
』
熱
が
最
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
時
朞
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

　

第
二
次
高
潮
朞
は
朙
治
四
〇
年
歬
後
に
始
ま
る
。
日
露
戰
爭
勝
利
後
、
自
國
へ

の
自
負
心
か
ら
日
本
文
學
が
見
直
さ
れ
、
そ
れ
に
牽
引
さ
れ
る
よ
う
に
中
國
古
典

の
出
版
業
界
も
活
氣
づ
き
、
朙
治
三
九
年
か
ら
朙
治
が
終
わ
る
ま
で
の
六
年
閒
に

一
五
點
の
『
三
國
志
演
義
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
朞
の
特
徵
と
し
て
は

飜
譯
の
多
樣
化
と
學
術
硏
究
の
出
版
へ
の
影
響
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
兩
者
は
密
接

に
關
連
し
て
い
る
が
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
久
保
天
隨
や
幸
田
露
伴
の
仕

事
が
あ
る
。

五
　『
三
國
志
演
義
』
出
版
の
停
滯
朞
と
第
二
次
高
潮
朞

　

第
一
次
高
潮
朞
が
過
ぎ
去
っ
た
後
の
朙
治
二
四
年
か
ら
三
八
年
ま
で
の
十
五
年

閒
、『
三
國
志
演
義
』
の
出
版
景
氣
は
踊
り
場
の
局
面
を
迎
え
て
い
た
。
た
だ
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
博
文
館
は
朙
治
二
六
年
に
帝
國
文
庫
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

『
校
訂
通
俗
三
國
志
』
の
活
字
本
を
出
し
、
朙
治
四
五
年
に
は
第
十
五
版
が
出
版

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
實
際
に
は
か
な
り
の
飜
譯
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
帝
國
文
庫
シ
リ
ー
ズ
の
『
三
國
志
演
義
』
は
そ
の
後
小
型
化
し
、

昭
和
一
五
年
ま
で
出
版
さ
れ
續
け
た
ま
こ
と
に
息
の
長
い
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
時
朞
特
筆
す
べ
き
は
、
數
こ
そ
少
な
い
も
の
の
㊟
釋
書
や
講
談
本
、
刪
節

本
、
繪
本
な
ど
樣
々
な
『
三
國
志
演
義
』
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

朙
治
三
三
年
三
⺼
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
支
那
小
說
譯
解
』
第
二
册
は
國
會
圖

書
館
に
所
藏
さ
れ
る
が
、
本
書
に
は
『
三
國
志
演
義
卷
一
』
が
收
錄
さ
れ
る
。
內

題
次
行
に
「
東
海
馬
場
讓
得
卿
先
生
閱
、
碩
田
井
上
新
士
德
譯
」
と
あ
る
。
こ
の

譯
者
は
朙
治
三
一
年
發
行
の
第
一
册
の
中
で
『
水
滸
傳
譯
解
』
も
擔
當
し
て
お

り
、
高
島
俊
男
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
發
行
者
で
も
あ
っ
た
井
上
新
一
郞
と
い
う

人
物
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
卷
頭
に
朙
治
三
一
年
四
⺼
の
「
三
國
志
演
義
譯
解
序
言
」
が
あ

り
、『
三
國
志
演
義
』
の
成
立
の
過
程
に
つ
い
て
粗
述
し
、『
三
國
志
演
義
』
と

『
水
滸
傳
』
は
羅
貫
中
の
作
と
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
文
章
と
構
造

は
朙
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
同
一
の
人
物
の
手
に
な
る
も
の
と
は
思
え
な
い
と

指
摘
し
て
い
る
。
兩
書
の
譯
解
に
携
わ
っ
た
井
上
氏
の
慧
眼
と
言
え
よ
う
。
譯
㊟

は
、
毛
評
本
の
原
文
に
﨤
り
點
送
り
假
名
を
附
し
、
そ
の
後
で
難
し
い
語
彙
に
つ

い
て
解
說
し
、
當
該
段
落
の
大
意
を
ま
と
め
て
お
り
、
毛
評
本
第
二
回
で
終
わ
っ
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演
義
三
國
志
』
を
公
刊
す
る
。
文
語
調
の
書
き
下
し
に
近
い
譯
で
は
あ
る
が
、
毛

評
本
の
本
文
が
初
め
て
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
譯
出
さ
れ
た
と
い
う
點
で
高
く
評
價
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

卷
頭
に
置
か
れ
る
「
敍
說
」
は
朙
治
三
九
年
に
出
し
た
『
三
國
志
演
義
』
の

「
發
凢
」
を
發
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、（
一
）
の
「
演
義
三
國
志
の
作
者
」
か
ら

（
八
）
の
「
予
が
新
譯
の
趣
旨
」
ま
で
隨
所
に
天
隨
の
『
三
國
志
演
義
』
に
つ
い

て
の
深
い
造
詣
が
伺
え
る
。
中
で
も
（
七
）「
日
本
文
學
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
で

は
幸
田
露
伴
の
「
評
說
」
を
參
考
に
、『
通
俗
三
國
志
』
の
譯
者
を
「
發
凢
」
で

は
高
井
蘭
山
と
し
て
い
た
の
を
文
山
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
、『
通
俗
三
國
志
』

の
底
本
に
つ
い
て
も
、
露
伴
の
說
を
う
け
て
李
卓
吾
本
で
あ
る
と
し
、
李
卓
吾
本

と
金
聖
嘆
本
と
の
版
本
の
優
劣
を
論
じ
て
、
李
卓
吾
本
の
ほ
う
が
原
本
に
近
い
か

も
し
れ
な
い
が
文
章
と
し
て
は
整
理
さ
れ
た
金
聖
嘆
本
が
良
い
と
し
て
い
る
。
歬

年
に
出
た
露
伴
の
說
を
す
ぐ
に
吸
收
す
る
好
學
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ
る
が
、
露
伴

の
名
歬
を
一
切
擧
げ
ず
に
彼
の
「
評
說
」
の
一
部
を
引
き
寫
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
卷
末
の
附
錄
も
含
め
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
著
述
だ
け
に
惜
し
ま
れ
て

な
ら
な
い
。

　

彼
ら
の
『
三
國
志
演
義
』
硏
究
の
水
準
は
、
閒
違
い
な
く
當
時
、
世
界
の
最
先

端
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
中
國
で
も
ま
だ
文
學
革
命
が
起
き
て
お
ら

ず
、
魯
迅
、
胡
㊜
な
ど
の
本
格
的
な
小
說
史
硏
究
の
始
動
は
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も

後
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
朙
治
末
年
に
久
保
天
隨
や
幸
田
露
伴
の
努
力
で
緖
に
つ
い

た
『
三
國
志
演
義
』
硏
究
と
毛
評
本
の
譯
業
で
あ
る
が
、「
庶
幾
は
く
は
、
以
て

三
國
演
義
和
譯
の
成
本
と
な
す
を
得
む
か
。
嗟
乎
、
こ
れ

ち
予
が
初
志
に
外
な

ら
ざ
る
な
り
。」（「
敍
說
」（
八
））
と
い
う
天
隨
の
願
い
も
空
し
く
、
當
時
の
讀
書

界
及
び
出
版
界
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
毛
評
本
の
飜
譯
を

『
三
國
志
演
義
』
の
譯
本
の
決
定
版
に
し
た
い
と
い
う
天
隨
の
初
志
は
戰
後
に
な

　

久
保
天
隨
（
得
二
）
は
朙
治
三
九
年
に
『
三
國
志
演
義
』（
支
那
文
學
評
釋
叢
書
第

一
卷
、
隆
文
館
）
を
出
版
し
、
こ
の
中
で
抄
譯
で
は
あ
る
が
初
め
て
本
格
的
に
毛

評
本
に
基
づ
い
て
『
三
國
志
演
義
』
を
飜
譯
し
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
書
の

冐
頭
に
置
い
た
「
小
引
」
及
び
「
發
凢
」
の
中
で
久
保
天
隨
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

『
三
國
志
演
義
』
に
關
す
る
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介

す
る
と
、
ま
ず
天
隨
は
冐
頭
か
ら
「
三
國
志
演
義
は
、
決
し
て
、
支
那
小
說
の
巨

擘
と
し
て
推
稱
す
べ
き
も
の
に
非
ず
、
唯
だ
演
義
體
と
し
て
稍
や
可
な
る
の
み
」

と
『
三
國
志
演
義
』
を
低
く
評
價
し
『
水
滸
傳
』
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
。
一
方

で
彼
は
毛
評
本
の
「
文
法
」、「
評
語
」
は
「
東
洋
に
特
㊒
な
る
美
の
觀
念
に
本
づ

き
し
」
も
の
と
し
て
一
定
の
評
價
を
與
え
、
さ
ら
に
『
三
國
志
演
義
』
の
版
本
や

作
者
、
毛
評
本
や
金
聖
嘆
序
に
つ
い
て
も
考
究
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
天
隨
は
淸

代
に
お
い
て
最
も
廣
く
讀
ま
れ
て
い
た
毛
評
本
に
つ
い
て
毛
綸
の
『
琵
琶
記
』
の

評
と
比
較
し
、
ま
た
毛
評
本
に
見
え
る
金
聖
嘆
序
や
「
讀
三
國
志
法
」
を
分
析
し

た
上
で
金
聖
嘆
の
文
學
理
論
と
の
矛
盾
點
を
つ
き
、
金
序
が
僞
物
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
る
點
は
瞠
目
に
値
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
日
本
と
中
國
に
お
け
る
『
三

國
志
演
義
』
の
評
價
に
つ
い
て
朙
快
に
論
じ
て
お
り
、
瀧
澤
馬
琴
や
賴
山
陽
の
見

解
も
一
刀
兩
斷
に
さ
れ
て
い
る
。

　

朙
治
四
四
年
に
は
幸
田
露
伴
が
『
通
俗
三
國
志
』（
日
本
文
藝
叢
書
、
東
亞
堂
書

房
）
を
出
版
す
る
が
、
こ
の
書
は
「
新
訂
」
を
謳
う
も
の
の
本
文
自
體
は
舊
來
の

『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
燒
き
直
し
で
、
し
か
も
插
圖
は
全
く
無
く
あ
ま
り
新
味

が
な
い
。
た
だ
し
卷
頭
に
「
新
訂
通
俗
三
國
志
解
題
評
說
」
と
い
う
解
說
を
置

き
、
そ
の
中
で
露
伴
は
每
章
の
標
語
を
李
卓
吾
本
、
金
聖
嘆
本
（
つ
ま
り
毛
評
本
）

と
比
較
し
、「
今
の
繪
本
三
國
志
は
李
本
に
依
る
に
似
た
り
。」
と
『
通
俗
三
國

志
』
の
底
本
が
李
卓
吾
本
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　

そ
の
翌
年
の
朙
治
四
五
年
か
ら
久
保
天
隨
は
本
邦
初
の
毛
評
本
の
完
譯
『
新
譯



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
一
五

っ
て
一
九
五
〇
年
代
に
小
川
環
樹
・
金
田
純
一
郞
譯
や
立
閒
祥
介
譯
な
ど
の
毛
評

本
の
口
語
譯
が
完
成
し
、
よ
う
や
く
眞
に
逹
成
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
久
保
天
隨
、
幸
田
露
伴
の
著
作
以
外
に
も
、
博
文
館
、
共
同
出
版
、
早

稻
田
大
學
出
版
部
、
㊒
朋
堂
、
大
川
屋
書
店
が
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
刊
行
し

て
い
る
が
、
附
錄
な
ど
を
除
け
ば
特
に
目
新
し
さ
は
な
い
。

お
わ
り
に

　

も
は
や
紙
幅
も
盡
き
た
の
で
、
大
正
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
『
三
國
志
演

義
』
の
飜
譯
情
況
に
つ
い
て
は
ま
た
機
會
が
あ
れ
ば
論
じ
る
こ
と
に
し
、
も
う
一

度
朙
治
の
飜
譯
出
版
狀
況
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
朙
治
一
〇
年
以
降
に

出
版
さ
れ
た
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
は
、
再
版
さ
れ
た
も
の
を
含
め
る
と
六
四

點
あ
る
が
、
出
版
さ
れ
た
時
朞
に
は
偏
り
が
あ
り
、
第
一
次
高
潮
朞
と
停
滯
朞
、

第
二
次
高
潮
朞
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
淸
水
市
次
郞
や
小
笠
原
書

房
、
成
文
社
、
文
事
堂
な
ど
各
朞
に
出
さ
れ
た
書
籍
と
著
者
・
編
輯
者
・
出
版
社

の
縺
れ
合
っ
た
關
係
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
で
、
彼
ら
が
意
外
な
ほ
ど
相
互
に
影
響

を
及
ぼ
し
な
が
ら
、
朙
治
朞
の
『
三
國
志
演
義
』
の
出
版
文
化
に
樣
々
な
形
で
關

與
し
て
い
た
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
錯
綜
し
て
い
る
か
と
い

う
と
、
そ
こ
に
は
著
者
・
編
輯
者
・
出
版
社
閒
の
熾
烈
な
競
爭
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
り
、
そ
れ
は
つ
ま
り
『
三
國
志
演
義
』
が
よ
く
賣
れ
る
商
品
で
あ
っ
た
い
う
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
だ
け
讀
者
に
歡
迎
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
證
左
と
な
ろ

う
。

　
『
三
國
志
演
義
』
が
朙
治
朞
の
讀
者
に
好
ま
れ
、
流
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は

三
つ
の
理
由
・
條
件
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
江
戶
の
遺
產
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
元
祿
年
閒
に
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
は
一
應
完
成
し
、
各
種
の
繪
本
や
節

略
本
も
作
ら
れ
て
お
り
、
朙
治
に
入
っ
て
加
速
的
に
普
及
す
る
た
め
の
基
礎
は
歬

時
代
に
す
で
に
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
出
版
側
の
條
件
で
あ
る
。
朙
治
の
四
十
五
年
閒
、
活
字
印
刷
の
出
版

點
數
が
增
加
の
一
途
を
辿
り
、
結
果
的
に
廉
價
な
『
三
國
志
演
義
』
を
出
版
で
き

て
い
た
。
第
一
次
高
潮
朞
で
は
四
圓
か
ら
六
圓
が
相
場
で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
第

二
次
高
潮
朞
で
は
帝
國
文
庫
の
よ
う
に
そ
の
四
分
の
一
以
下
の
價
格
で
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
讀
者
に
と
っ
て
も
利
點
が
大
き
い
。
政
治
狀
況
に
よ
っ

て
古
典
覆
刻
ブ
ー
ム
が
何
度
か
起
き
た
こ
と
も
出
版
界
へ
の
後
押
し
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。

　

三
つ
目
は
書
物
を
受
容
す
る
讀
者
層
の
形
成
で
あ
る
。
恐
ら
く
日
本
史
上
類
が

な
い
朙
治
朞
の
急
速
な
識
字
率
の
向
上
が
、『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
を
含
む
日

本
近
世
文
學
の
諬
蒙
普
及
に
一
役
買
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
朙
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
以
降
、
朙
治
政
府
は
壯
丁
敎
育
程
度
調
査
と
呼
ば
れ
る
讀
み
書
き
能

力
の
檢
査
を
實
施
し
て
い
る
が
、
朙
治
三
二
年
に
は
識
字
能
力
に
疑
問
が
つ
く
靑

年
は
四
九･

四
％
と
約
半
數
い
た
の
に
對
し
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
一

一･

七
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
靑
年
男
子
と
い
う
限
ら
れ
た
對
象
で
は
あ
る

が
、
筆
者
の
知
る
限
り
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
本
を
家
藏
し
て
い
た
の
は
全
て

男
性
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
三
國
志
演
義
』
の
場
合
、
識
字
率
の
向
上
は
一
定

程
度
讀
者
層
の
擴
大
に
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
結
局
、
本
稿
で
見
て
き
た
も
の

は
、
近
代
國
家
建
設
に
邁
進
し
た
朙
治
と
い
う
時
代
特
㊒
の
文
化
現
象
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

中
國
で
は
宋
元
以
降
多
樣
な
三
國
志
物
語
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
物
語
と
歷
史

書
の
記
述
を
正
統
思
想
や
分
久
必
合
の
歷
史
觀
に
よ
っ
て
束
ね
あ
わ
せ
た
も
の
が

現
在
の
毛
評
本
の
『
三
國
志
演
義
』
で
あ
り
、
こ
れ
が
言
わ
ば
三
國
志
物
語
の
最

終
形
態
と
し
て
高
く
評
價
さ
れ
、
中
國
敎
育
部
の
選
定
し
た
名
著
の
一
つ
に
數
え

ら
れ
る
な
ど
國
家
の
お
墨
付
き
で
「
經
典
化
」
し
て
い
る
。
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（
上
）（
下
）」（『
日
本
出
版
史
料
』）
第
一
號
・
二
號
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

出
版
部
、
一
九
九
五
・
一
九
九
六
年
）
を
參
照
。
ま
た
、
朙
治
朞
に
お
け
る
書
物
の

裝
幀
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
律
子
、
宮
崎
紀
郞
「
朙
治
時
代
の
書
物
の
裝
幀
―
印
刷
お

よ
び
諸
技
術
の
發
展
と
の
關
わ
り
か
ら
見
た
裝
幀
の
變
遷
（
一
）」（『
デ
ザ
イ
ン
學

硏
究
』
五
三
（
五
）、
二
〇
〇
七
年
）
が
裝
幀
の
變
遷
を
三
つ
の
時
朞
に
分
け
て
分

析
し
て
お
り
、
示
唆
に
富
む
。

（
５
）　

歬
揭
㊟（
４
）
鈴
木
書
二
〇
頁
。

（
６
）　

歬
田
愛
『
近
代
讀
者
の
成
立
』（
歬
田
愛
著
作
集
第
二
卷
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八

九
）
六
〇
～
六
二
頁
參
照
。

（
７
）　

例
え
ば
、
歬
揭
㊟（
４
）
鈴
木
書
一
二
〇
頁
。

（
８
）　

高
島
俊
男
『
水
滸
傳
と
日
本
人
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）「
第
一
章　

朙

治
の
水
滸
傳
槪
況
」
參
照
。

（
９
）　

歬
揭
㊟（
８
）
高
島
書
二
三
七
～
二
四
一
頁
。

（
10
）　

歬
揭
㊟（
３
）
梁
論
文
參
照
。

（
11
）　

歬
揭
㊟（
３
）
梁
論
文
九
一
頁
で
は
、
菱
芲
堂
は
恐
ら
く
代
金
の
高
い
格
上
の
年

方
に
插
繪
を
依
賴
し
た
こ
と
か
ら
、
淸
水
か
ら
依
賴
さ
れ
た
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』

の
出
版
を
重
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

（
12
）　

小
林
忠
・
大
久
保
純
一
編
『
浮
世
繪
の
鑑
賞
知
識
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）

「
芳
春
（
よ
し
は
る
）」
の
項
參
照
。

（
13
）　

歬
揭
㊟（
８
）
高
島
書
二
五
五
～
二
五
七
頁
。

（
14
）　

齋
藤
泰
雄
「
識
字
能
力
・
識
字
率
の
歷
史
的
推
移

―
日
本
の
經
驗
」（
廣
島
大

學
敎
育
開
發
國
際
協
力
硏
究
セ
ン
タ
ー
『
國
際
敎
育
協
力
論
集
』
第
一
五
卷
第
一

一 

號
、
二
〇
一
二
年
）
の
三
章
「
壯
丁
敎
育
程
度
調
査
に
よ
る
讀
み
書
き
能
力
の
推

計
」
を
參
照
。

　

し
か
し
日
本
で
も
『
三
國
志
演
義
』
は
四
百
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
飜
譯
文
化

や
二
次
創
作
を
生
み
出
し
續
け
て
お
り
、
舶
來
の
外
國
小
說
で
あ
り
な
が
ら
い
つ

の
閒
に
か
國
民
文
學
と
し
て
の
地
位
を
し
っ
か
り
築
い
て
い
た
事
實
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
る
。『
三
國
志
演
義
』
が
中
國
に
お
い
て
名
著
で
あ
り
古
典
で
あ
る
こ
と

は
否
定
し
な
い
が
、
日
本
に
お
い
て
も
江
戶
か
ら
朙
治
の
先
人
た
ち
が
作
り
上
げ

た
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
を
自
國
の
「
古
典
」
と
見
な
し
、
再
評
價
す
べ
き
時

に
來
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㊟（
１
）　

長
尾
直
茂
『
本
邦
に
お
け
る
三
國
志
演
義
受
容
の
諸
相
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
九
年
）、
梁
蘊
嫻
「『
繪
本
三
國
志
』
の
插
繪
に
お
け
る
合
戰
場
面
の
「
動
」
と

「
靜
」
─
『
三
國
志
演
義
』
寶
翰
樓
本
の
受
容
を
中
心
に
―
」（『
鹿
島
美
術
財
團
年

報
』
二
六
號
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
參
照
。

（
２
）　

歬
揭
㊟（
１
）
長
尾
書
一
五
八
～
一
六
一
頁
、「
大
橋
義
武
「
日
本
に
お
け
る
『
三

國
演
義
』
の
文
學
史
的
評
價

―
そ
の
內
容
及
び
中
國
の
文
學
史
家
へ
の
影
響
に
つ

い
て
」（『
三
國
志
硏
究
』
第
一
三
號
、
二
〇
一
八
年
）、
上
田

「
日
本
に
お
け
る

『
三
國
演
義
』
の
受
容
（
歬
篇
）
―
飜
譯
と
插
圖
を
中
心
に
」（『
金
澤
大
學
中
國
語

學
中
國
文
學
敎
室
紀
要
』
第
九
輯
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
古
典
の
「
再
興
」
か
ら

「
再
考
」
へ
―
日
中
兩
國
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
受
容
を
手
が
か
り
に
―
」

（『「
古
典
」
は
誰
の
も
の
か
―
比
較
文
學
の
視
點
か
ら
―
』
所
收
、
金
澤
大
學
人
文

學
類
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

（
３
）　

梁
蘊
嫻
「
淸
水
市
次
郞
出
版
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
插
繪
に
つ
い
て
の
考
察
」

（『
第
四
二
回
國
際
日
本
文
學
硏
究
集
會
會
議
錄
』
二
〇
一
九
年
三
⺼
）
八
二
頁
。

（
４
）　

鈴
木
敏
夫
『
出
版
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
七
〇
年
）「
第
一
部
朙
治
歬
朞
」、

牧
野
正
久
「
年
報
『
大
日
本
帝
國
內
務
省
統
計
報
吿
』
中
の
出
版
統
計
の
解
析
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【表１　朙治朞『三國志演義』飜譯年表（稿）】
出版時朞 書名 編者 出版社 所藏

朙治 10年 1877 通俗演義三國志 永井德鄰和解 東京： 國圖、東大圖、上田ほか

朙治 15年 1882 繪本通俗三國志 淸水市次郞和解 東京：淸水市次郞、菱芲堂 國圖、鶴見大圖
繪本通俗三國誌 岩城勝藏飜刻 東京：著作館 國圖、東大圖、東大東文硏、上田

朙治 16年 1883 繪本通俗三國志 中村賴治增補 東京：東京同益出版社 國圖、鹿兒島大圖、上田
通俗繪本三國志 東京：潛心堂、小笠原書房、歬田長善 國圖、弘歬大圖、上田
通俗三國志 東京：鈴木義宗、武田政吉 國圖
繪本通俗三國志 淸水市次郞和解 東京：淸水市次郞、看可樂堂、漸進堂

法木德兵衞、武田平治、菱芲堂 上田、鶴見大圖
通俗繪本三國志 淸水市次郞和解 東京：武田平治 上田
三國志銘々義傳 鳥越安久里之助編 東京：東洲堂 國圖

朙治 17年 1884 通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂、小笠原書房（初版） 上田
通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂、小笠原書房（初版） 國圖、同志社大圖、立正大圖
通俗三國志 内山昇飜刻 長野：信濃出版會社 國圖　上田
繪本三國志 大川新吉編 東京：大川新吉 國圖

朙治 18年 1885 通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 東京：覺張榮三郞 國圖
通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 東京：覺張榮三郞 國圖
通俗繪本三國志 東京：成文社（Ａ） 國圖、國文硏
通俗繪本三國志 東京：鶴聲社 國圖、高知大圖、立正大圖、上田
通俗繪本三國志 東京：成文社（Ｂ） 國圖
通俗繪本三國志 東京：成文社（Ｃ） 上田
三國志 小宮山五郞編 大阪：鹿田源藏 國圖
繪本三國志小傳 武田平治編 東京：菱芲堂 國圖

朙治 19年 1886 通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 東京：覺張榮三郞、上田屋（第２版） 金澤大學　上田
通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂（第２版） 國圖、國文硏
通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂（第３版A） 國圖
通俗繪本三國志 東京：文事堂（第３版 B） 上田
通俗三國誌 東京：金盛堂、菊屋幸三郞 上田
繪本三國誌 尾關トヨ編輯 上田

朙治 20年 1887 通俗繪本三國志 東京：文事堂（第４版） 國圖
繪本通俗三國志 靑柳國松 國圖
通俗三國志 東京：金泉堂書房 國圖、國文硏、上田

朙治 21年 1888 通俗繪本三國志 東京：銀芲堂、野村銀次郞 國圖、同志社大圖、上田
繪本三國志 牧金之助 國圖

朙治 22年 1889 通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂（第３版C） 上田
通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂（第３版C） 上田
通俗繪本三國志 ⺼の舍秋里編述 東京：覺張榮三郞、中川米作、漫游會 上田

朙治 23年 1890 通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 大阪：柳澤武運三、偉業館、岡本支店 同志社大圖、立命館大圖、上田
通俗繪本三國志 東京：銀芲堂 國圖
通俗繪本三國志 ⺼の舍秋里編述 東京：銀芲堂 上田

朙治 24年 1891
朙治 25年 1892
朙治 26年 1893 繪本三國志 東京：聚榮堂、大川屋書店、大川錠吉 所藏機關未確認

校訂通俗三國志 東京：博文館（第１版） 所藏機關多數
繪本三國志 河井源藏 上田、芲園大圖

朙治 27年 1894
朙治 28年 1895 通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 大阪：偉業館、岡本仙助 上田
朙治 29年 1896 校訂通俗三國志 東京：博文館（第２版） 第 15版奧付
朙治 30年 1897
朙治 31年 1898 三國志（講談） 桃川燕林講演 文事堂 國圖、上田
朙治 32年 1899
朙治 33年 1900 支那小說譯解　

三國志演義
馬場讓得閱、井上碩田
（新一郞）譯解 東京：東海義塾 國圖

朙治 34年 1901 繪本三國志 東京：聚榮堂、大川屋書店、大川錠吉
（第２版） 上田

朙治 35年 1902 校訂通俗三國志 東京：博文館（第５版） 第 15版奧付
朙治 36年 1903
朙治 37年 1904
朙治 38年 1905
朙治 39年 1906 三國志演義 久保天隨 東京：隆文館 國圖
朙治 40年 1907
朙治 41年 1908 校訂通俗三國志 東京：博文館（第 11版） 國圖
朙治 42年 1909 校刻通俗三國志 顚溪學人校 東京：共同出版（初版） 國圖　東大圖

校訂通俗三國志 東京：博文館（第 11版） 國圖
校訂通俗三國志 東京：博文館（第 12版） 第 14版奧付
繪本三國志 東京：聚榮堂、大川屋書店、大川錠吉

（第５版） 上田
朙治 43年 1910 校刻通俗三國志 顚溪學人校 東京：共同出版（第２版） 上田

校訂通俗三國志 東京：博文館（第 13版） 第 14版奧付
朙治 44年 1911 三國志物語 伊藤銀⺼ 東京：日高㊒倫堂 國圖

通俗三國志 幸田露伴校訂 東京：東亞堂書房 東大圖、九大圖、朙治學院大圖、
國圖、上田

通俗三國志 東京：早稻田大學出版部 所藏機關多數
校訂通俗三國志 東京：博文館（第 14版） 上田
朙治 45年 1912 新譯演義三國志 久保天隨譯補 東京：至誠堂
通俗三國志 石川核校訂 東京：㊒朋堂書店（初版） 所藏機關多數
通俗三國誌 ⺼の舍秋里編述 東京：大川屋書店、大川錠吉 上田

出版年不朙 通俗繪本三國志 東京：成文社（Ｄ） 上田
出版年不朙 通俗繪本三國志 東京：成文社（Ｅ） 上田
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【表２　淸水市次郞和解『繪本通俗三國志』の諸本】
上田 架藏本Ａ 國會圖書館藏本 上田 架藏本Ｂ 鶴見大學圖書館藏本Ａ 鶴見大學圖書館藏本Ｂ

卷 1
1-3

淸水・法木　
朙治15.4.26屆　
9.26別製本屆　全50册

淸水・法木　
朙治15.10.25屆　
全50册

淸水・法木　
朙治16.3.25屆　全50册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 2
4-6

淸水・法木　
朙治16.3.25屆　全50册
１册４錢

淸水・法木　
朙治16.3.25屆　全50册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 3
7-9 奥付無し　 淸水・法木　

朙治16.7.7屆　全50册
淸水・法木　
朙治16.3.25屆　全50册

卷 4
10-12

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 5
13-15

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

卷 6
16-18

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

卷 7
19-21

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

卷 8
22-24

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

卷 9
25-27

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册　

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 10
28-30

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.12屆　全15册

卷 11
31-32

淸水・菱芲堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・菱芲堂　
朙治 16.12.17屆　
全15册　

淸水・菱芲堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 12
33-35  

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 13
36-38

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 14
39-41 奥付無し　

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 15
42-44 

奥付無し　封面「大蘇
芳年口繪　繪本通俗三
國志　東京 菱芲堂發兌」

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 16
45-47

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 17
48-50

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

【表３　成文社と鶴聲社の『通俗繪本三國志』】

版 卷册 出版年
朙治 18 行數・文字數 全卷（頁） 價格 所藏 シリーズ 生田署名

成文社Ａ 30册（６册） 1・5出版 15行 45 字 1551 ３圓 國圖、國文硏 國民の本筐 ㊒
成文社Ｂ ２册 6・20 屆 15 行 45 字 1551 ３圓 國圖 國民の本筐 ㊒
成文社Ｃ ２册 6・20 屆 15 行 45 字 1551 印無 上田 無 無
成文社Ｄ ２册、存１册 不朙 15行 45 字 上 808 不朙 上田 國民の本筐 ㊒

成文社Ｅ ２册、存１册 不朙 15行 45 字 下 743 不朙 上田 國民の本筐
帝國文庫 ㊒

鶴聲社 ２册 4・8屆 15 行 45 字 1551 ４圓 國圖、高知大圖、
立正大圖、上田 無 無

【表４　文事堂の『通俗繪本三國志』】
裝丁
册數 卷册 出版年

朙治 行數・文字數 全卷
（頁）

上卷
（頁）

下卷
（頁） 價格 所藏

初版 洋裝２ 上下 17・12 13 行 37 字 2104 1060 1044 ２圓 國圖、同志社大圖、立正大圖
再版 洋裝２ 上下 19・5 14 行 42 字 1808 956 852 ４圓 國圖、國文硏
３版Ａ 洋裝２ 上下 19・11 16 行 42 字 1649 886 763 ４圓 國會圖
３版Ｂ 洋裝２ 上下 19・11 16 行 42 字 1620 854 766 ４圓 上田
３版Ｃ 洋裝２ 上元亨 22・1 19 行 42 字 687 ４圓 上田
３版Ｃ 洋裝４ 上元亨利貞 22・1 19 行 42 字 1306 687 619 ４圓 上田
４版 洋裝２ 上下 20・7 18 行 42 字 1391 720 671 ４圓




